


















































































次に，プンタ・デラ・ドガーナ【写真 2】に関しては，安藤忠雄建築研究所（Tadao Ando Architect 
& Associates）によってリノベーションの設計が行われたが，以前は 15世紀から使用されていた海








































































ガーナに関しても，エミリオ＆アンナビアンカ・ヴェドヴァ財団（Fondazione Emilio e Annabianca 



































































一也氏，Palazzo Grassi / Punta della Dogana, Marco Ferraris氏，入善町教育委員会事務局主任学芸員
（当時）・長縄宣氏，また，調査にさいしてご協力頂きました方々に感謝申し上げます。
20 美術館とリノベーション（藤澤）







　⑷ 2010年 5月－ 10月では，「Poetry and Dream」「Material Gestures」「States of Flux」「Energy and Process」






















　⑾ 松村秀一「いま，なぜコンバージョンか」『近代建築』Vol.57 No.1，近代建築社，2003年，p. 24。
　⑿ 同前。
　⒀ 内田青藏「再生建築小史」足立裕司他『再生名建築 時を超えるデザインⅠ』鹿島出版会，2009年，p. 189。
　⒁ 難波和彦「リノベーションは『注視』から出発する」『建築文化』Vol.58 No.666，彰国社，2003年，p. 118。
及び，五十嵐太郎「多様化するリノベーション―異分野とのクロス」『都市問題』Vol.99 No.1，財団法人 東京
市政調査会，2008年，p. 63参照。
　⒂ 当時の建築家は，ジャイルズ・ギルバート・スコット（Giles Gilbert Scotto）である。（Jane Burton & 
Simon Bolitho, Tate Modern Guide, Revised Edition, London: Tate Publishing, 2009, p. 4, 6. ジェーン・バート
ン，本田和美訳『Tate Modern』（日本語），Tate Publishing，2006年，p. 4, 6参照。）
　⒃ 清家剛・角田誠「優れた再生事例に学ぶ」松村秀一（編修委員長），佐藤考一他（編修委員）『建築再生の
進め方―ストック時代の建築学入門―』市ヶ谷出版社，2007年，p. 34。Frances Morris, “From Then to Now 
and Back Again: Tate Modern Collection Displays”, ed. Frances Morris, with essays by Michael Craig-Martin, 
Andrew Marr & Sheena Wagstaff & a special foreword by Nicholas Serota, Tate Modern: The Handbook, Second 
Revised Edition, London: Tate Publishing, 2010, p. 25参照。
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　⒄ Jane Burton & Simon Bolitho, op. cit., p. 6. 前掲『Tate Modern』（日本語），p. 6参照。
　⒅ 前掲『進化する美術館―フランス革命から現代まで』p. 125。
　⒆ セント･ポール大聖堂は 604年に現在の場所に建てられたが，現在の大聖堂は，以前の建築物がロンドン大
火で崩壊した後，1675年から 1710年に建てられたものである。（St Paul’s Cathedralホームページ，http://
www.stpauls.co.uk/Cathedral-History，2011.4.14閲覧。）
　⒇ “Punta della Dogana- Chronology”, Punta della Dogana / Palazzo Grassi, François Pinault Foundation, 
Mapping the Studio, Artists from François Pinault Collection, Opening on June 6th 2009, Press Kit, p. 14.
　21 安藤忠雄建築研究所・安藤忠雄／岡野一也，筆者に対する回答文書，2010.10.18。







トーキョー，2009年，p. 88。“The Renovation Project” op. cit., Punta della Dogana / Palazzo Grassi, François 
Pinault Foundation, Mapping the Studio, Artists from François Pinault Collection, Opening on June 6th 2009, 
Press Kit, pp. 11–13参照。）
　24 Francesco Dal Co, “From Dogana da Mar to Museum. Punta della Dogana, Venice, Tadao Ando and François 
Pinault”, Francesco Dal Co, Traduzioni / Translation / Traduction, Suzel Berneron et al., Tadao Ando per 
François Pinault dall’Ile Seguin a Punta della Dogana / Tadao Ando for François Pinault from Ile Seguin to Punta 
della Dogana / Tadao Ando pour François Pinault de L’ile Seguin a Punta della Dogana, Terza Edizione / Third 
Edition / Troisième Édition, [Electaarchitettura]: [Milano], 2010 c2009, pp. 24–25，及び，Jean-Jacques Aillagon, 
“François Pinault, from One Island to the Next , the Same Passion”, Punta della Dogana / Palazzo Grassi / 







　27 長縄宣「この空間とともに―実験的創造空間の 10年」入善町 下山芸術の森 発電所美術館編（谷新・柳





＝ 00000039，2010.10.20閲覧。前掲「この空間とともに―実験的創造空間の 10年」p. 93参照。）
　29 前掲，安藤忠雄建築研究所・安藤忠雄／岡野一也，筆者に対する回答文書，2010.10.18。
　30 例えば，テート･モダンの来館者数（2009.4–2010.3）は，4,788,000人である。（Tateホームページ，“Visitor 








　33 “Tate Gallery of Modern Art”, Tate Report: Tate Gallery Biennial Report 1994–96, London: Tate Gallery 
Publishing, 1996, p. 24.
　34 例えば，テート・モダンに隣接するバンクサイド・ギャラリー（Bankside Gallery）等のギャラリーもあり，
作品（アート）を媒介に地域が変容していると言える。




フィック site specific」暮沢剛巳編『現代美術を知る クリティカル・ワーズ』フィルムアート社，2002年，p. 89。）
　38 前掲，安藤忠雄建築研究所・安藤忠雄／岡野一也，筆者に対する回答文書，2010.10.18。
　39 同前，安藤忠雄建築研究所・安藤忠雄／岡野一也，筆者に対する回答文書，2010.10.18。
　40 Ben Weinreb, et al., New Photography by Matthew Weinreb, The London Encyclopaedia, Third Edition, 
London: Macmillan, 2010, p. 552.
　41 前掲，入善町教育委員会事務局主任学芸員（当時）・長縄宣，インタビュー，2010.9.14。また，発電所美術
館は，平成 22年度「地域創造大賞（総務大臣賞）」を受賞し，「天井高 10メートルという歴史的建造物の魅
力的な大空間での滞在制作を実現し，その場所でしかできない先鋭的な展覧会により，現代アートの可能性
を拓くとともに入善町の名前を全国に発信した」とされる。（「地域創造大賞（総務大臣賞）発表」『地域創造
レター』No.189，財団法人地域創造，2011年，pp. 4–5。及び，前掲，入善町下山芸術の森発電所美術館ホー
ムページ，http://www.town.nyuzen.toyama.jp/nizayama/index.jsp，2011.4.14閲覧参照。）
〈付記〉
本研究は，科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号：20730514）「美術館と公共性に関する研
究―美術館建築による開放性の創出に着目して―」の研究成果の一部である。
